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2022年1月31日 

第50回エフエムななみ番組審議会 議事録 

 

１．開催日時 

2022年1月18日（火）15時30分から17時00分 

 

２．開催場所 

西尾張シーエーティーヴィ株式会社２階スタジオ 

 

３．出席者（敬称略） 

番組審議委員：山本達彦、高阪美帆、伊勢村優樹、前田英俊、西川稔 

山本亮翔、林航平（丹羽代理）、水野克哉、早川宗徳 

以上9名 

放送事業者 ：青木啓、小山典孝、山田達也 

 

４．議 事 

１，西尾張シーエーティーヴィ（株）より挨拶 

  ・エフエムななみが2022年4月には10年目を迎える中、クローバーTVとしては地域BWA 

   を津島市に続き、愛西市とも締結することができた。委員の皆様には、より良いエフエ 

   ムななみの運営のために協議していただきたい。 

 

２，報告事項 

(1)第49回審議会（11月16日開催）での答申 

  ※自治体とコミュニティ FM 局が協力したコロナ情報の発信に関する、 

各委員の皆様からのご意見 

・L 字情報、データ放送などで、3 回目のワクチン接種状況を接種率も含めて 

流してはどうか 

   ・3 回目の接種が受けられる個人医院の紹介をしてはどうか 

   ・L 字など、リアルタイムに更新したい 

   ・何か情報がある際は、町長出演でこれまでどおり発信 

   ・L 字を全ての行政が更新すると順番が中々回ってこない点も含めて、出し方に 

工夫が必要 

   ・3 回目の情報などを取り纏めてラジオで発信すべき 

   ・3 回目の接種が可能な病院の紹介、接種率を隔週で更新し発信 

   ・欲しい情報を視聴者から吸い上げるべき 

   ・市のホームページとリンクした内容を正確に伝えるべき 
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   ・正しい情報をどのように更新していくかを考えて進めて欲しい 

※事務局答申 

 ・貴重なご意見をいただき有難うございます。 

皆様からのアドバイスを参考とさせていただき、今後の感染状況を注視しながら、 

必要な情報をタイムリーに発信して参ります。 

 

（2）活動報告 

◎12 月 27 日(月)  

・大雪警報発令に伴うエフエム緊急放送を実施 

◎12 月 30 日(木)～1 月 3 日(月) 

・年末年始特別編成 ※1 月 4 日(火)より通常放送 

  ・12/30(木),31(金),1/3(月)  

昼の生放送「アフタヌーンバラエティ」のみ放送、 

夕方の生放送「Bang！なな」は休止 

     ・12/31(金) 

アフタヌーンバラエティにて、ヨシヅヤ JR 蟹江駅前店の食品売り場から 

店内レポートを放送 

     ・1/1(土)        

 「ななみサタデーライブ」を生放送 

  （3）災害放送・災害対応について 

◎ 1 月 14 日(金) 

・大雪注意報発令に伴うエフエム緊急放送を実施 

    

   ・1/16 トンガで発生した地震に伴う津波への警戒について対応はしたのか？（伊勢村委員） 

    ←今回は放送していないが、今後は素早く対応するよう心掛ける（事務局） 

   ・大雪の際、電車の遅延、運休などの情報も放送してほしい（高阪委員） 

   ・高速道路の状況も必要（山本委員） 

    ←JatisAtic 交通情報を活用し、放送します（事務局） 

（4）エフエムななみ聴取状況 調査レポート 

  資料に基づき説明。 

 ・40 代から 50 代が多いことからも、もっと若い世代に聞いてもらえる努力、番組作りを 

  するべき（水野委員） 

←ななサタにて若いパーソナリティを起用し若い聴取者の新規獲得を目指す（事務局） 

 ・水曜アフバラの水谷ミミさんは津島市でどのような位置づけか？（事務局） 

  ←観光協会が親善大使として任命。津島市が任命しているわけではない（前田委員） 
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3，番組視聴 

 資料に基づき、番組に関する説明後、実際に視聴 

 

・ナレーションが続くのは、あきるのでは？（山本委員） 

・聴きやすかったが、誰が聞きたい情報なのか？イベント情報などはないのか？（高阪委員） 

・共通している話題が多い。行政ごとではなく関連したものをまとめるのも良い 

締め切りまでに何でもいいから出してくれといった感がある（伊勢村委員） 

 ・限られた時間を意識しているからなのか、少し早口な感じがする（水野委員） 

 ・誰に聞かせるのか、まったく意図が伝わらない。 

このタイミングでチャンネルを変えるのではないか（早川委員） 

 ・各課から情報をピックアップして放送していることは知っていたが、この情報が流れ続ける 

のは厳しい（前田委員） 

 ・ラジオとしては、少し早口に聞こえる（西川委員） 

 ・弥富市は出している情報が少ないので、各課から吸い上げるよう検討する（山本亮委員） 

 ・音声だけを聞いていても右から左へ流れてしまう。文字情報（クローバーｃｈ）にて1枚 

ものを見やすく分かりやすく作る工夫も必要（林委員） 

  

←あらためて、各自治体ご担当者様と相談したい（事務局） 

 

次回開催は2022年3月15日（火）予定。 

 

以上 

 

 


